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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  第２回西脇市男女共同参画審議会  

開催日時  2021（令和３）年２月 22日（月）  

午後１時 30分～３時  

開催場所  西脇市茜が丘複合施設 Miraie 多目的ホール  

出 席 委 員 の 名 前 又

は人数  
12名  

欠 席 委 員 の 名 前 又

は人数  
０名  

出席職員の職・名前

又は人数  
６名  

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由  ―  

傍聴人の数  ２人  

議題又は協議事項  ⑴  第 ２ 次 西 脇 市 男 女 共 同 参 画 基 本 プ ラ ン の 進

捗状況について  

⑵  2021（令和３）年度男女共同参画センター事

業（案）について  

⑶  男 女 共 同 参 画 に 関 す る 市 民 意 識 調 査 報 告 書

について  

⑷  第 ３ 次 西 脇 市 男 女 共 同 参 画 基 本 プ ラ ン の 策

定について  

 

会議の記録（概要）  

発言者   

○  開会  

 

○  会議成立の報告  

  委員 12人の出席により会議成立の報告  

 

○  傍聴人の報告  

  傍聴人２人の報告  

 

〇  会長あいさつ  
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事  務  局  

 

 

 

 

会    長  

 

委    員  

 

 

 

 

事  務  局  

 

 

 

 

 

 

 

委    員  

 

 

 

 

事  務  局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇  第２次西脇市男女共同参画基本プランの進捗状況に

ついて  

  資料１、２に基づき、事務局（男女共同参画センタ

ー）から説明  

 

 事務局から説明いただいたが、意見はないか。  

 

資料２について、昨年の「就労起業相談・起業セミナ

ー参加延べ人数」が  353人となっているが、増加してい

るのは、コロナ禍の影響で仕事を探している人が多いの

か、単にセミナー数が増えたのか。  

 

西脇商工会議所や多可町、多可商工会と連携したセミ

ナー等の開催にも取り組んでいる。他団体と連携するこ

とで、少し大きい規模のセミナーの開催が可能となり、

１回あたりのセミナーの参加者数が多くなる場合がある

ため、数字が増加している。資料２の数値は、昨年度実

績値であるため、コロナ禍の影響は、まだない状況であ

る。  

 

資料２の「固定的な性別役割分担意識を肯定する市民

割合」はどういう質問の答えで算出しているのか。  

また、「市役所における女性の管理職の割合」は目標

を達成しているが、目標を上げる予定はあるのか。  

 

「固定的な性別役割分担意識を肯定する市民割合」は

配布資料「男女共同参画に関する市民意識調査」の５ペ

ージ問 15、結婚・家庭生活の考えについての質問のうち

「②夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」に「そ

う思う」または「どちらかといえばそう思う」と回答し

た人の合計で 17.0％を算出している。  

また、「市役所における女性管理職の割合（市職員全

体）」については、西脇市には市職員対象とする「男女

共同参画西脇市率先行動計画」があり、その計画でも同

じ数値目標を定めている。本来であれば、この率先行動

計画は今年度までの計画期間であったが、１年延長し、

来年度の基本プランの策定にあわせて作り直す予定であ

る。計画期間が１年間延びたことから、令和３年度の数
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会    長  

 

 

 

 

 

事  務  局  

 

 

 

 

会    長  

 

会    長  

 

 

 

 

 

 

 

事  務  局  

 

 

 

 

 

 

 

委    員  

 

 

 

 

 

値目標を今よりも高いものとするために、人事担当の総

務課と調整をしているところである。  

 

「 2021(令和３ )年度」の達成目標は数年前に作ったも

のであり、早々に目標は達成された。その目標値を上げ

られるように調整をしておられるとのこと。ぜひ目標値

を上げ、達成できるよう努力していただきたい。  

 

 

〇  2021（令和３）年度男女共同参画事業（案）につい

て  

  資料３に基づき、事務局（男女共同参画センター）

から説明  

 

 意見、質問等はないか。  

 

「プラン基本目標Ⅱ  エンパワーメント支援」に関し

て、コロナ禍で仕事を失くされた人も多く、女性は働こ

うと思っても働き口がないということをよく耳にする。

一方、働く場所がないから困ったというだけでなく、自

分で何か仕事を探す視点は大事であり、エンパワーメン

トや起業支援の視点は有効だと思われる 。取り組んでい

る事業の内容、また、成果を教えてほしい。  

 

女性の起業支援では、起業セミナーや個別相談等を開

催している。また、セミナーの受講者で、西脇市での 起

業を考えている人に、寄り添いながら、起業に至るまで

の補助金の手続きや計画書作成等を手厚くサポートする

伴走型支援事業も実施している。ゆっくりだが着実に成

果がでている。一度に沢山の方の利用はできないところ

もあるが、一歩ずつ進めている。  

 

コロナ禍の打撃が、経済的基盤の一番脆弱な女性に直

撃しているという報道を聞くこともあり、調べると失業

者の７割が女性である。元々基盤が脆弱なパートや派遣

等で職を失っている。女性の自殺率が増加している問題

も同様だと思う。起業も大事だが、目の前で日々の生活

に苦労している人、シングルで頑張る人等へ西脇市の支



4 
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事  務  局  
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会    長  

 

 

委    員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

援はあるか。  

 

男女共同参画センターにおいて、人権擁護委員主催の

「女性のなんでも相談」を実施している。困っているこ

とや悩んでいること等相談が可能であるので、ぜひ利用

してほしい。  

 

相談が増えた実感はあるか。  

 

相談があったことの報告はあるが、相談内容の詳細に

関する情報は、プライベートに関わることになるため、

相談員から報告があった場合を除き、内容については収

集していない。そのためコロナによる増はわからない。 

 

小学校での変化は見られるか。  

 

コロナ禍以前から、元々感じていたことである。経済

的なことまで学校としては聞けないが、元パートナーの

男性からの支援がないまま女性が全てを担って頑張って

いる姿をずっと見てきた。なんとか、全ての人がいきい

きと働ける社会にならないかと思っている。コロナ禍の

影響で、大変な思いをしている人が更に増えていること

は間違いないと思う。  

 

「コロナ禍だから」ではなく、元々ある問題として地

道に取り組んでいくべきだと考える。  

 

このような問題は新聞にも出ているし、身近でも多い

ことである。子どもの頃からの男女共同参画の理解の促

進をしっかりしていないから、大人になってから女性の

起業等のセミナーをしても意識が弱いのではないか。  

小学校や中学校にはカリキュラムがあるが、一般的に

子どもの頃からの男女共同参画の理解の促進ができてい

ないと考える。  

茜が丘複合施設みらいえには、子どもを支援する機関

がある。子ども連れでよく利用される親子に男女共同参

画の意識付けをしてはどうか。みらいえがモデルと なる

ことで公民館等でもできるのではないか。検討してほし
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会    長  
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事  務  局  

 

 

 

 

 

 

 

会    長  

 

 

 

 

 

委    員  

 

 

 

 

 

い。  

 

小さい頃からの経験が将来を作っていく。  

 

来年度、新しいプランを作るので、頂戴した意見を組

み込んで実際に行動できることを目指したい。  

 

起業がクローズアップされているが、女性は起業しな

いと働く所がないのだろうか。起業はハードルが高いと

感じる。起業も大事だが、パソコンのワードやエクセル

等の講座をしてみてはどうか。  

「プラン基本目標Ⅱ」に「①社会保険労務士による「女

性のためのお仕事相談」とあるが、「お」は必要だろう

か。  

 

起業もいいが、ワードやエクセルの講座も必要ではな

いかという意見だが、どうか。  

 

 ワードやエクセルの研修のご提案だが、近くの職業訓

練センターでセミナー等が開催されている。パソコンの

講座なので、市で専門の先生を招いて女性だけを対象に

という方法も採れないことはないと思うが、まずは職業

訓練センター等の既にある場所を利用してもらえたらと

思う。  

 「女性のためのお仕事相談」の表記は検討する。  

 

広報時は「女性のためのお仕事相談」と書かれている

と女性は行きやすいこともあると思うが、資料としては

「女性のための仕事相談」でもいいかもしれない。  

起業はハードルが高いのではないかという意見につい

てはいかがか。  

 

 起業と言っても、女性の場合は男性と違っていきなり

法人にしたり、事務所を構えたり、年間の売り上げが何

百万というところからスタートする人はほんの一握 りで

ある。また、そういう方は自身で前へ進んでいかれる。

男女共同参画センターの起業支援の最初の趣旨は、そう

いう大きな起業ではなく、女性がまず自分に何ができる
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㈱ 地 域 社 会 研 究 所  

 

 

委    員  

 

 

㈱ 地 域 社 会 研 究 所  

 

 

のか、やりたいことがあるがもう一度社会の中で自分が

どう役に立てるのか、この思いをどうすれば形にできる

かというところから集まる人がほとんどである。  

このような人たちは、商工会議所や商工観光課等の大

きな所へ自分たちが相談に行ってはいけないと考える人

がほとんどである。  

芽生えた気持ちを、次のステップアップのために最初

の一歩を踏み出してもらいたいということが、女性起業

支援セミナーの元々の開催の趣旨である。  

更に大きな起業となれば、商工会議所の創業塾に参加

する人が多くなっている。  

 

支援のレベルは色々ある。今日、明日の生活に困って

いる人への支援もあれば、ワードやエクセルを学んで雇

用されるようになるための支援もある。自分で社会に貢

献したい、そんなに利益は得られなくてもアプローチし

ていく人が増えると地域の活性化が進み、頑張る女性 が

多くなると空気が変わる。多重な層へアプローチしてい

けるとよいと思う。  

 

 

〇  男女共同参画に関する市民意識調査報告書について 

資料４に基づき、㈱地域社会研究所から説明  

 

意見、質問等はないか  

 

2,000 件配布し回収率は４割に満たない回答で は、ど

のくらい正確なものなのか。  

 

基本的に回収率は影響がなく、問題は回収数である。

配布数ではなく市民全体に対しての回収数が重要である。 

 

2,000 人を無作為に選んでいるが、半分を事業所や学

校関係等に配布してはどうだろうか。  

 

そうすると配布条件が複雑になり、回答に偏 りが出る。

回収が 400 件程度あれば統計的には 95％の確率で回答が

正しいと言える。都市の人口規模は色々あるが、一定数
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㈱ 地 域 社 会 研 究 所  

 

 

 

 

を超えた都市であれば 380～ 400 件程あれば統計的に問

題はない。ただし、回収数が少ないと自由記述の回答が

減るので、その点の問題は残る。  

 

半分の 1,000 人を回収率が良い所に配布したり、事業

所から配布して会社にわかるのが嫌であれば、国勢調査

のように回答がわからないようにするが、会社から配布

したら必ず回答したかどうかを聞くというアンケートの

取り方自体が間違っているのだろうか。  

 

間違っているということではなく、違う手法で半数を

調査することになるので２つアンケートをしたことにな

る。なお、配布数の半数を回収できたとしても回答傾向

は大きく変わらないことが統計的に示されている。  

 

対象者を無作為に抽出されたということだが、年齢等

の構成比は考慮されているか。  

 

特に割合を決めてということはせず、無作為に抽出し

た。  

 

回収数はたしかに問題ないが、男女共同参画の意識 が

高い人だけが回答している可能性はある。ただ、36.9％

は見かける回収率であり、一般的な調査としてはありえ

ると思う。３分の１程度の回収率なので、男女共 同参画

意識の高い人が回答したのかもしれない。  

 

 問 14 の現在の男女の地位の平等感で、男性が優遇さ

れているというのは、「優遇」なのだろうか。すごく疑

問である。やりたくなくても男性に役員が押し付けられ

ているかもしれないし、これを優遇と言っていいのだろ

うか。  

 

 男女の地位の平等感に関する質問で、「優遇」という

表現は他市町の調査でもよく使われている。おそらく前

回調査でも同様の表現が使われているのではないだろう

か。「優遇」の中身を読みとれるアンケートの設計には

なっていないため、その場合は別途ヒアリング調査やワー
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クショップ等の質的な調査が必要である。  

 

 問 14 の加重平均をみると、 30 歳代の男女の意識差が

大きいようである。「①家庭生活で」では 30 代女性は

－ 0.88 点であるのに対し、 30 代男性は 0.00 点である。

他市ではどういう傾向であるか。  

 

現時点で他市町との傾向比較はできていないため分析

課題として承る。  

 

自由意見は年齢と性別の記載をお願いする。  

 

 

〇  第三次西脇市男女共同参画基本プランの策定につい

て  

 事務局（男女共同参画センター）から説明  

 

○  その他  

認定こども園、高等学校での混合名簿について  

 

 前回の審議会でご指摘をいただいた、本市の認定こど

も園、高等学校における園児、生徒の名簿について 確認

したところ、認定こども園については８園とも男女混合

名簿であり、その内５園は 50 音順の男女混合名簿、３

園は誕生日順の男女混合名簿である 。また、西脇高校、

西脇工業高校、西脇北高校は全て 50 音順の男女混合名

簿である。  

ご指摘のきっかけとなったこども園の名簿は男女混合

名簿だが、靴箱は男女別になっているとの回答であった。

他のこども園の状況を伝えると、今後の参考にするとの

ことであった。  

ただし、年度内の変更は、現在の園児が靴箱を使用中

であり、混乱する可能性があるため、年度が変わるタイ

ミングで男女混合にする方向で検討しているようである。 

 

貴重な意見をいただき、お礼申し上げる。  

 今後の男女共同参画推進事業や次期基本プランに反映

して参りたい。  
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 議事録はホームページ等で公開予定である。  

来 年 度 は ４ 回 程 度 の 審 議 会 を 開 催 す る 。 第 １ 回 目 は

2021（令和３）年６月頃を予定している。  

 

○  閉会  

 

問合せ先  西脇市都市経営部茜が丘複合施設男女共同参画センター  

TEL 0795-25-2800 ／  FAX 0795-25-2220 

 


